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本日の発表内容

①重信川サイクリングロードにおけるイベントの実施
（期間：2022年10月～2023年11月）

②「松山市の歌」のPV作成
（期間：2023年11月～2024年1月）



①重信川サイクリングロードにおけるイベントの実施

（期間：2022年10月～2023年11月）



• 2022/11/30 先輩が作成したコースを試走

• 2022/12/14 国土交通省にヒアリング調査

• 2023/03/16 藤岡氏のBROMPTONサイクリングツアー

• 2023/05/24 砥部町役場、東温市役所にヒアリング調査

• 2023/05/31 松山市役所にヒアリング調査

• 2023/06/07 砥部町を現地調査

活動内容



• 2023/06/21 西林寺周辺を現地調査

• 2023/07/28 坊ちゃんスタジアムから砥部町へ試走

• 2023/09/13 赤坂泉、松原泉、杖の淵公園を現地調査

• 2023/10/05 愛媛県中予地方局とのミーティング

• 2023/10/11 はなみずき通り周辺を試走

• 2023/11/19 イベント実施

• 2023/11/22 PV作成作業開始

• 2023/12/06 杉田氏との打ち合わせ、PV作成作業

• 2023/12/21 PV作成作業



サイクリングイベント実施の背景・目的
・松山市民を対象に自転車利用による地域愛着を高めること。

・重信川周辺の自然・歴史に触れる場を作ること。

・自転車では十分に味わいきれない重信川の魅力を伝えること。

「ウォークリング」を提案！！
※ウォーキング×サイクリングのことで、
今回私たちが新たに発案した造語です。



重信川サイクリングロードって??

松山市中央公園～東温市横河原、４市町にわたる全長２４．２キロの

広域サイクリングロード。片道２時間ほど。

https://www.pref.ehime.jp/chu52147/cycling/documents/map_2.pdf
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重信川サイクリングロードの特徴

整備され
平坦な道

• 走りやすい
• 安心

↓

サイクリング初心者,

親子連れ向け

周辺に多くの
施設がある

• パン屋
• カフェ
• 公園
• サイクルオアシス
• 走りながら街歩き

自然

• 泉
• 川
• 山
• 季節のお花（桜、菜
の花、コスモスな
ど）
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イベント実施までのヒアリング調査

・2022年10月 愛媛県庁の方にヒアリング

・2023年5月 砥部町役場を訪問・ヒアリング

・2023年5月 東温市役所を訪問・ヒアリング
・2023年5月 松山市役所を訪問・ヒアリング

愛媛県中予地方局との連携で
サイクリングイベントを実施

・2022年12月 国土交通省松山河川国道事務所を訪問・ヒアリング

【調査項目】
・各機関のサイクリング
に関する取り組みの実態
や予定、各市町でのイベ
ント実施の可能性など



イベント内容
テーマ ： 親子で楽しめる重信川ウォークリング

特徴①

泉をより楽しむため
サイクリングに
フットパスを
掛け合わせる

特徴②

子供が楽しめるよう
クイズを作成する

※参加者は広報まつやまにて募集



パンフレットを作成し、
イベント参加者に配布



イベント当日・振り返り

・日時：2023年11月19日（日）9時～15時

・参加人数：13名（親子4組を含む）

当日の様子

・サイクリングをしている時は安全上一列で走行
するため参加者間での会話は難しいが、
フットパスを組み入れたことで参加者間での
交流が見られた。

・子供だけでなく、大人にもクイズを楽しんで
いただけた。



アンケート結果（イベント終了後参加者を対象）
Q イベントに参加した理由（複数回答）

→ イベント実施前では、サイクリングロードの
楽しみ方・魅力が十分に伝わっていない

（愛媛県中予地方局提供）



イベント実施後は...
Q 今回のイベントを通して、重信川サイクリングロードとは
どのような楽しみ方ができる場所と感じたか教えてください。

・子どもの自転車の補助輪外しの場（練習場所）
・サイクリング初心者の経験の場所
・健康作りの場。自転車を使っての運動
・クイズやロゲイニング・自分の体力に合わせて走ることができる
・近くに料理が美味しいところがあって回ることができる
・水辺や公園が多く、休日を過ごす場所として適している
・色んなイベントあり、様々な楽しみ方をしている人がいて見るのも楽しい

重信川サイクリングロードの新たな魅力を
認識していただくことができた

（愛媛県中予地方局提供）

アンケート結果（イベント終了後参加者を対象）



②「松山市の歌」のPV作成

（期間：2023年11月～2024年1月）



PV作成の背景・目的

松山サイコーBicycle City Yeah
作曲：杉田篤史（INSPi） 作詞：授業「景観デザイン」履修生

・PV作成を通して松山市の活性化につなげること。
・松山市に住んでみないと分からない魅力を発信すること。

♪大学生から見た松山の住みやすさ、心地よさが詰まっている。
♪松山に住んでみないと分からない松山市の魅力がたくさん
詰まった曲になっている。

歌詞作成に関わった大学生
の地域愛着度が上昇した

（木下朋香，卒業論文，2023）








まとめ

◆サイクリングイベントにフットパスを掛け合わせることで、
自転車では気付かない重信川サイクリングロードの魅力を伝える
ことができた。

◆現地に行かなければ回答できない、少し難易度の高い内容の
クイズを取り入れることで、大人と子供の会話、参加者同士の
会話を誘発することができた。

◆PV作成を通して、松山市の歌に出てくるスポットを連想しやすく
することができた。



ご清聴ありがとう
ございました！


